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１．調査の概要 

（１）調査の目的 

市内に居住する児童（０歳から小学校６年生）の保護者を対象として、「アンケート調査」を

実施し、「子ども・子育て支援事業計画」を策定する基礎資料とするとともに、より安心して子

育てができるまちづくりを推進するためのご意見やご要望を把握するための調査を実施します。 

 

（２）調査内容 

①封筒のあて名のお子さんとご家族の状況について 

②お住まいの地域について 

③あて名のお子さんの保護者の就労状況について 

④母親の妊娠中、出産後について 

⑤仕事と子育ての両立について 

⑥日常的な子育ての状況について 

⑦川西市の保育・教育環境について 

 

（３）調査仕様 

①調査地域 市内全域 

②調査対象 市内に居住する児童（０歳から小学校６年生）の保護者  

③標本数 1,500件 

④抽出方法 住民基本台帳登録者のうち、０歳から小学校６年生の子ども 1,500名を無作為抽

出。        

⑤調査方法 郵送配布・郵送回収 

⑥調査期間 平成 26年 1月 15日～１月 31日 

 

（４）回収数・回収率 

786件 有効回答率＝52.4％ 
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２．調査結果 

（１）封筒のあて名のお子さんとご家族の状況について 

問１ あて名のお子さんの生年月をご記入ください。 

年齢・学年 

「０歳」の割合が 11.6％と最も高くなっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２ あて名のお子さんは何番目のお子さんですか。当てはまる番号１つに○をつけてくださ

い。 

「第１子」の割合が 45.3％と最も高く、

次いで「第２子」の割合が 39.4％、「第３

子」の割合が 13.1％となっています。 

 

 

 

問３ あて名のお子さんの性別について、当てはまる番号 1 つに○をつけてください。 

「男」の割合が 51.1％、「女」の割合が

48.5％となっています。 

 

 

 

問４ あなた（回答者）の年齢をお答えください。当てはまる番号１つに○をつけてください。 

「30代」の割合が 52.5％と最も高く、次

いで「40 代」の割合が 39.8％となってい

ます。 

 

 

 

N = 786 ％

０歳

１歳

２歳

３歳

４歳

５歳

６歳（１年生）

７歳（２年生）

８歳（３年生）

９歳（４年生）

10歳（５年生）

11歳（６年生）

無回答

11.6

5.7

8.1

6.6

6.6

7.6

8.3

9.0

7.1

9.5

9.4

8.8

1.5

0 20 40 60 80 100

N = 786 ％

第１子

第２子

第３子

第４子以降

無回答

45.3

39.4

13.1

1.9

0.3

0 20 40 60 80 100

N = 786 ％

男

女

無回答

51.1

48.5

0.4

0 20 40 60 80 100

N = 786 ％

10代

20代

30代

40代

50代以上

無回答

0.5

4.8

52.5

39.8

1.7

0.6

0 20 40 60 80 100
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問５ あなた（回答者）とあて名のお子さんとの関係をお答えください。当てはまる番号１つに

○をつけてください。 

「母親」の割合が 95.7％と最も高くなっ

ています。 

 

 

 

 

 

問６ 子育ては、主にどなたがなさっていますか。当てはまる番号１つに○をつけてください。 

「主に母親」の割合が 70.5％と最も高く、

次いで「両親ともに」の割合が 27.0％とな

っています。 

 

 

 

問７ あなたが理想とする子どもの数と実際にいる（予定している）子どもの数をお答えくださ

い。①、②それぞれの（  ）内に数字でご記入ください。 

① 理想とする子どもの数 

「２人」の割合が 49.7％と最も高く、次

いで「３人」の割合が 38.4％となっていま

す。 

 

 

 

 

② 実際にいる（予定している）子どもの数 

「２人」の割合が 54.8％と最も高く、次

いで「３人」の割合が 21.2％、「１人」の

割合が 15.9％となっています。 

 

 

 

 

N = 786 ％

父親

母親

祖父

祖母

その他

無回答

3.6

95.7

0.1

0.3

0.0

0.4

0 20 40 60 80 100

N = 786 ％

主に母親

主に父親

両親ともに

その他

無回答

70.5

0.8

27.0

1.3

0.5

0 20 40 60 80 100

N = 786 ％

１人

２人

３人

４人

５人以上

無回答

1.5

49.7

38.4

5.0

1.1

4.2

0 20 40 60 80 100

N = 786 ％

１人

２人

３人

４人

５人以上

無回答

15.9

54.8

21.2

4.3

0.8

2.9

0 20 40 60 80 100
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問８ ０歳から５歳までのお子さんの保護者の方にうかがいます。あて名のお子さんは保育所・

幼稚園などを利用していますか。当てはまる番号１つに○をつけてください。 

「利用していない（在宅）」の割合が

41.8％と最も高く、次いで「幼稚園」の割

合が 29.7％、「保育所」の割合が 19.2％と

なっています。 

 

 

 

 

問８-１ 問８で「１．保育所～６．その他」を選んだ方にうかがいます。その教育・保育事業

を選ぶときに重視したことはどのようなことですか。当てはまる番号主なもの３つに○をつ

けてください。 

「自宅から距離が近い」の割合が 46.9％

と最も高く、次いで「教育・保育の内容や

方針が希望にあう」の割合が 40.7％、「保

育時間が利用希望にあう」の割合が 23.2％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

N = 364 ％

保育所

幼稚園

認定こども園

児童デイサービス

療育センター等通園施設

その他

利用していない（在宅）

無回答

19.2

29.7

1.9

0.0

0.3

2.2

41.8

4.9

0 20 40 60 80 100

N = 194 ％

教育・保育の内容や方針が
希望にあう

教育・保育者の質が高い

保育時間が利用希望にあう

小学校や地域と積極的に連
携している

特別な支援が必要な子ども
の受け入れ態勢が充実して
いる

施設や設備が充実している

給食の提供がある

園庭がある

保育料が適正である

親が運営・行事などに関わる
機会が多い

自宅から距離が近い

利用する駅や職場からの距
離が近い

家族や知り合いが通っている
（通っていた）

近所や知人の評判

その他

無回答

40.7

13.4

23.2

5.2

1.0

10.8

16.5

14.4

13.4

2.6

46.9

8.2

13.9

11.9

10.8

12.4

0 20 40 60 80 100
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（２）お住まいの地域について 

問９ お住まいの地区は、どの小学校区ですか。当てはまる番号１つに○をつけてください。 

「東谷小」の割合が 10.9％と最も高くな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 10 お住まいの地区は、どの中学校区ですか。当てはまる番号１つに○をつけてください。 

「東谷中」の割合が 23.3％と最も高く、

次いで「川西中」の割合が 17.6％、「多田

中」の割合が 15.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

問 11 あなたは川西市に住んで何年になりますか。（ ）内に数字でご記入ください。 

「５年～10年未満」の割合が 29.8％と最

も高く、次いで「10 年～15 年未満」の割

合が 21.0％、「１年～５年未満」の割合が

19.3％となっています。 

 

 

 

 

 

N = 786 ％

川西南中

川西中

明峰中

多田中

緑台中

清和台中

東谷中

無回答

13.2

17.6

9.9

15.6

6.6

13.0

23.3

0.8

0 20 40 60 80 100

N = 786 ％

１年未満

１年～５年未満

５年～10年未満

10年～15年未満

15年～20年未満

20年以上

無回答

0.9

19.3

29.8

21.0

7.8

17.3

3.9

0 20 40 60 80 100

N = 786 ％

久代小

加茂小

川西小

桜が丘小

川西北小

明峰小

多田小

多田東小

緑台小

陽明小

清和台小

清和台南小

けやき坂小

東谷小

牧の台小

北陵小

無回答

5.7

6.5

8.5

4.5

5.6

9.8

7.6

8.0

3.9

2.7

3.2

4.8

5.1

10.9

5.5

7.1

0.5

0 20 40 60 80 100
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問 12 あて名のお子さんとの同居・近居（おおむね 30分以内程度で行き来できる範囲）の状況

についてうかがいます。続柄はあて名のお子さんからみた関係です。当てはまる番号すべて

に○をつけてください。 

① 父・母について 

「父母同居」の割合が 88.5％と最も高く

なっています。 

 

 

 

 

 

 

② 祖父・祖母について 

「祖父母近居」の割合が 40.7％と最も高

く、次いで「あてはまるものはない」の割

合が 36.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

N = 786 ％

父母同居

父同居（ひとり親家庭）

母同居（ひとり親家庭）

あてはまるものはない

無回答

88.5

0.6

7.5

2.4

0.9

0 20 40 60 80 100

N = 786 ％

祖父母同居

祖父同居

祖母同居

祖父母近居

祖父近居

祖母近居

あてはまるものはない

無回答

5.7

1.1

4.7

40.7

1.9

9.5

36.4

1.8

0 20 40 60 80 100
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（３）あて名のお子さんの保護者の就労状況について 

問 13 あて名のお子さんの保護者の現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）についてうかが

います。 

（１）父親 

就学前児童では、「就労している（フルタイムで育休・介護休業中は含まない）」の割合が 98.0％

と最も高くなっています。平成 20年度と比べ、大きな差異はみられません。 

小学生児童では、「就労している（フルタイムで育休・介護休業中は含まない）」の割合が 95.1％

と最も高くなっています。平成 20年度と比べ、「就労している（フルタイムで育休・介護休業中

は含まない）」が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① フルタイム 

ア １週当たり就労時間 

「60時間以上」の割合が 27.7％と最も高

く、次いで「50 時間～55 時間未満」の割

合が 20.7％、「40時間～45時間未満」の割

合が 18.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

N = 701 ％

30時間未満

30時間～35時間未満

35時間～40時間未満

40時間～45時間未満

45時間～50時間未満

50時間～55時間未満

55時間～60時間未満

60時間以上

無回答

0.6

0.1

2.6

18.7

12.0

20.7

4.3

27.7

13.4

0 20 40 60 80 100

【就学前児童】 ％

就労している（フルタイムで
育休・介護休業中は含まな
い）

就労している（フルタイムだ
が育休・介護休業中）

就労している（パートタイム、
アルバイト等）

以前は就労していたが、現在
は就労していない

これまでに就労したことがな
い

無回答

98.0

0.0

0.3

0.6

0.0

1.2

93.8

0.6

0.8

1.1

0.0

3.7

0 20 40 60 80 100

【小学生児童】 ％

就労している（フルタイムで育
休・介護休業中は含まない）

就労している（フルタイムだが
育休・介護休業中）

就労している（パートタイム、
アルバイト等）

以前は就労していたが、現在
は就労していない

これまでに就労したことがな
い

無回答

95.1

0.0

1.6

1.1

0.0

2.2

89.7

0.0

0.7

0.5

0.2

8.9

0 20 40 60 80 100

0 20406080
10
0

平成25年度　N=346

平成20年度　N=552 020406080
10
0

平成25年度　N=369

平成20年度　N=552
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イ 帰宅時間 

「18 時前」の割合が 21.0％と最も高く、

次いで「21時台」の割合が 16.5％、「22時

台」の割合が 14.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

② パートタイム  

ア １週当たり就労日数 

「５日」が 3件、「４日」、「６日」が 1件となっています。 

 

イ １日当たり就労時間 

「５時間～６時間未満」、「８時間以上」が 2 件、「６時間～７時間未満」、「７時間～８時間未

満」が 1件となっています。 

 

ウ フルタイムへの転換希望 

「希望がある」、「希望はない」が 2件、「希望があるが予定はない」が 1件となっています。 

 

N = 701 ％

18時前

18時台

19時台

20時台

21時台

22時台

23時台

24時台

25時以降

無回答

21.0

3.4

11.7

14.1

16.5

14.7

6.4

1.9

1.0

9.3

0 20 40 60 80 100
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（２）母親 

就学前児童では、「以前は就労していたが、現在は就労していない」の割合が 55.6％と最も高

く、次いで「就労している（パートタイム、アルバイト等）」の割合が 16.8％、「就労している（フ

ルタイムで産休・育休・介護休業中は含まない）」の割合が 15.4％となっています。平成 20年度

と比べ、「就労している（パートタイム・アルバイト等）」が高くなっています。 

小学生児童では、「以前は就労していたが、現在は就労していない」の割合が 38.7％と最も高

く、次いで「就労している（パートタイム、アルバイト等）」の割合が 36.0％、「就労している（フ

ルタイムで産休・育休・介護休業中は含まない）」の割合が 18.0％となっています。平成 20年度

と比べ、「就労している（フルタイムで産休・育休・介護休業中は含まない）」「以前は就労して

いたが、現在は就労していない」が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① フルタイム 

ア １週当たり就労時間 

「40時間～45時間未満」の割合が 39.8％

と最も高く、次いで「35 時間～40 時間未

満」、「45 時間～50 時間未満」の割合が

13.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

N = 133 ％

30時間未満

30時間～35時間未満

35時間～40時間未満

40時間～45時間未満

45時間～50時間未満

50時間～55時間未満

55時間～60時間未満

60時間以上

無回答

3.8

9.8

13.5

39.8

13.5

4.5

0.8

6.8

7.5

0 20 40 60 80 100

【就学前児童】 ％

就労している（フルタイムで
産休・育休・介護休業中は含
まない）

就労している（フルタイムだ
が産休・育休・介護休業中）

就労している（パートタイム、
アルバイト等）

以前は就労していたが、現在
は就労していない

これまでに就労したことがな
い

無回答

15.4

5.8

16.8

55.6

4.4

1.9

14.3

4.9

10.7

53.2

5.9

11.0

0 20 40 60 80 100

【小学生児童】 ％

就労している（フルタイムで産
休・育休・介護休業中は含ま
ない）

就労している（フルタイムだが
産休・育休・介護休業中）

就労している（パートタイム、
アルバイト等）

以前は就労していたが、現在
は就労していない

これまでに就労したことがな
い

無回答

18.0

0.0

36.0

38.7

6.2

1.2

12.5

0.2

37.5

27.7

10.7

11.4

0 20 40 60 80 100

020406080
10
0

平成25年度　N=363

平成20年度　N=552 020406080
10
0

平成25年度　N=406

平成20年度　N=552
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イ 帰宅時間 

「18 時前」の割合が 29.3％と最も高く、

次いで「19時台」の割合が 26.3％、「18時

台」の割合が 21.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

② パートタイム  

ア １週当たり就労日数 

就学前児童では、「５日」の割合が 24.6％と最も高く、次いで「４日」の割合が 21.3％、「３

日」の割合が 18.0％となっています。平成 20年度と比べ、「２日」が高く、「５日」「６日」が低

くなっています。 

小学生児童では、「４日」の割合が 32.2％と最も高く、次いで「３日」の割合が 26.7％、「５

日」の割合が 18.5％となっています。平成 20 年度と比べ、「４日」が高く、「５日」が低くなっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N = 133 ％

18時前

18時台

19時台

20時台

21時台

22時台

23時台

24時台

25時以降

無回答

29.3

21.8

26.3

8.3

0.8

1.5

0.0

0.8

0.0

11.3

0 20 40 60 80 100

【就学前児童】 ％

１日

２日

３日

４日

５日

６日

７日

無回答

3.3

14.8

18.0

21.3

24.6

3.3

1.6

13.1

5.6

1.3

14.4

22.2

30.0

10.0

1.1

3.3

0 20 40 60 80 100

【小学生児童】 ％

１日

２日

３日

４日

５日

６日

７日

無回答

4.8

8.9

26.7

32.2

18.5

2.7

0.0

6.2

2.4

9.2

23.2

24.6

26.1

7.2

1.4

5.8

0 20 40 60 80 100

020406080
10
0

平成25年度　N=146

平成20年度　N=207020406080
10
0

平成25年度　N=61

平成20年度　N=90



11 

 

イ １日当たり就労時間 

就学前児童では、「４時間～５時間未満」の割合が 31.1％と最も高く、次いで「６時間～７時

間未満」の割合が 23.0％、「５時間～６時間未満」の割合が 14.8％となっています。平成 20 年

度と比べ、「４時間～５時間未満」「６時間～７時間未満」が高く、「５時間～６時間未満」「８時

間以上」が低くなっています。 

小学生児童では、「４時間～５時間未満」の割合が 28.1％と最も高く、次いで「５時間～６時

間未満」の割合が 21.2％、「４時間未満」の割合が 14.4％となっています。平成 20年度と比べ、

「４時間～５時間未満」が高く、「６時間～７時間未満」が低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ フルタイムへの転換希望 

就学前児童では、「希望はない」「希望があるが予定はない」の割合が 31.1％、「希望がある」

の割合が 14.8％となっています。平成 20年度と比べ、「希望がある」が高くなっています。 

小学生児童では、「希望はない」の割合が 38.4％と最も高く、次いで「希望があるが予定はな

い」の割合が 25.3％、「希望がある」の割合が 11.6％となっています。平成 20年度と比べ、「希

望があるが予定はない」が低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【就学前児童】 ％

４時間未満

４時間～５時間未満

５時間～６時間未満

６時間～７時間未満

７時間～８時間未満

８時間以上

無回答

6.6

31.1

14.8

23.0

13.1

6.6

4.9

8.9

18.9

23.3

16.7

12.2

15.5

4.4

0 20 40 60 80 100

【就学前児童】 ％

希望がある

希望があるが予定はない

希望はない

無回答

14.8

31.1

31.1

23.0

8.9

33.3

30.0

27.8

0 20 40 60 80 100

【小学生児童】 ％

４時間未満

４時間～５時間未満

５時間～６時間未満

６時間～７時間未満

７時間～８時間未満

８時間以上

無回答

14.4

28.1

21.2

12.3

10.3

7.5

6.2

13.1

22.7

20.8

17.9

10.6

10.2

4.8

0 20 40 60 80 100

020406080
10
0

平成25年度　N=61

平成20年度　N=90 020406080
10
0

平成25年度　N=146

平成20年度　N=207

【小学生児童】 ％

希望がある

希望があるが予定はない

希望はない

無回答

11.6

25.3

38.4

24.7

9.2

30.4

35.3

25.1

0 20 40 60 80 100

020406080
10
0

平成25年度　N=61

平成20年度　N=90
020406080

10
0

平成25年度　N=146

平成20年度　N=207
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（４）母親の妊娠中、出産後について 

問 14 母親は、あて名のお子さんの出産前後（前後それぞれ１年以内）に離職をしましたか。当

てはまる番号１つに○をつけてください。 

「出産１年前にすでに働いていなかっ

た」の割合が 45.4％と最も高く、次いで「離

職した」の割合が 34.2％、「継続的に働い

ていた（転職も含む）」の割合が 17.9％と

なっています。 

 

問 14-１ 問 14で「１．離職した」を選ばれた方にうかがいます。仕事と家庭の両立を支援する

保育サービスや環境が整っていたら、就労を継続しましたか。当てはまる番号１つに○

をつけてください。 

「いずれにしてもやめていた」の割合が

36.8％と最も高く、次いで「職場において

育児休業制度等の仕事と家庭の両立支援

制度が整い、働き続けやすい環境が整って

いれば、継続して就労していた」の割合が

23.0％、「保育サービスと職場の両立支援

環境がどちらも整っていれば、継続して就

労していた」の割合が 19.3％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 15 妊娠から出産、及び産後の母子保健や医療サービスについて、満足していますか。当ては

まる番号１つに○をつけてください。 

「ほぼ満足している」の割合が 61.2％と

最も高く、次いで「満足していない」の割

合が 25.1％、「満足している」の割合が

10.4％となっています。 

 

N = 786 ％

離職した

継続的に働いていた（転職も
含む）

出産１年前にすでに働いてい
なかった

無回答

34.2

17.9

45.4

2.4

0 20 40 60 80 100

N = 269 ％

保育サービスが確実に利用
できる見込みがあれば、継続
して就労していた

職場において育児休業制度
等の仕事と家庭の両立支援
制度が整い、働き続けやすい
環境が整っていれば、継続し
て就労していた

保育サービスと職場の両立
支援環境がどちらも整ってい
れば、継続して就労していた

家族の考え方( 親族の理解
が得られない) など、就労す
る環境が整っていない

いずれにしてもやめていた

その他

無回答

7.1

23.0

19.3

5.2

36.8

5.6

3.0

0 20 40 60 80 100

N = 786 ％

満足している

ほぼ満足している

満足していない

無回答

10.4

61.2

25.1

3.3

0 20 40 60 80 100
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問 15-１ 問 15で「３．満足していない」を選んだ方にうかがいます。満足していない分野は何

ですか。当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

「医療体制について（例えば、お産や小

児の病院等の体制など）」の割合が 73.6％、

「母子保健サービスについて（例えば、母

親学級、両親学級、産後の新生児訪問な

ど）」の割合が 25.4％となっています。 

 

 

 

 

 

問 16 お子さんを妊娠中あるいは出産後に、母親が精神的に不安定になったことはありますか。

当てはまる番号１つに○をつけてください。 

就学前児童では、「時々あった」の割合が

42.6％と最も高く、次いで「ほとんどなか

った」の割合が 28.0％、「なかった」の割

合が 14.8％となっています。平成 20 年度

と比べ、大きな差異はみられません。 

 

 

 

問 17 妊娠中や出産後のサポートとして、特にどのようなサービスが必要だと思いますか。（ど

のようなサービスが必要だと思いましたか。）当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

就学前児童では、「兄弟姉妹をみてくれる

サポート」の割合が 50.8％と最も高く、次

いで「子育て中の人との交流」の割合が

48.1％、「赤ちゃんの育児サポート」の割

合が 40.9％となっています。平成 20 年度

と比べ、全ての項目で高くなっており、特

に「母親の健康面での相談」「助産師・保

健師などの家庭訪問による指導・助言」「兄

弟姉妹をみてくれるサポート」「子育て経

験者から話を聞ける場の提供」「子育て中

の人との交流」が高くなっています。 

 

 

 

【就学前児童】 ％

母親の健康面での相談

助産師・保健師などの家庭
訪問による指導・助言

赤ちゃんの育児サポート

赤ちゃんの沐浴（入浴）など
のヘルパー派遣

買い物・食事のしたくなどの
家事への支援

兄弟姉妹をみてくれるサポー
ト

子育て経験者から話を聞け
る場の提供

子育て中の人との交流

その他

無回答

34.9

32.7

40.9

7.7

32.1

50.8

24.2

48.1

7.7

4.1

18.4

15.5

31.5

3.6

27.5

38.2

9.4

36.0

4.4

1.9

0 20 40 60 80 100

N = 197 ％

医療体制について（例えば、
お産や小児の病院等の体制
など）

母子保健サービスについて
（例えば、母親学級、両親学
級、産後の新生児訪問など）

その他

無回答

73.6

25.4

20.3

2.0

0 20 40 60 80 100

【就学前児童】 ％

よくあった

時々あった

ほとんどなかった

なかった

無回答

11.8

42.6

28.0

14.8

2.7

12.2

40.6

28.8

17.4

0.9

0 20 40 60 80 100

020406080
10
0

平成25年度　N=364

平成20年度　N=844

020406080
10
0

平成25年度　N=364

平成20年度　N=844
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（５）仕事と子育ての両立について 

問 18 仕事と子育てを両立する上で大変だと感じることは何だと思いますか。（大変だと感じた

ことは何だと思いましたか。）当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

就学前児童では、「自分が病気・ケガをした時や子どもが急に病気になったときに、代わりに

面倒をみる人がいない」の割合が 78.6％と最も高く、次いで「急な残業が入ってしまう」の割合

が 44.8％、「子どもと接する時間が少ない」の割合が 46.2％となっています。平成 20 年度と比

べ、全ての項目で高くなっており、特に「自分が病気・ケガをした時や子どもが急に病気になっ

たときに、代わりに面倒をみる人がいない」「職場の理解が得られない」が高くなっています。 

小学生児童では、「自分が病気・ケガをした時や子どもが急に病気になったときに、代わりに

面倒をみる人がいない」の割合が 76.8％と最も高く、次いで「急な残業が入ってしまう」の割合

が 44.6％、「子どもと接する時間が少ない」の割合が 43.2％となっています。平成 20 年度と比

べ、全ての項目で高くなっており、特に「急な残業が入ってしまう」「自分が病気・ケガをした

時や子どもが急に病気になったときに、代わりに面倒をみる人がいない」「職場の理解が得られ

ない」「子どもの面倒をみてくれる保育所などが見つからない」が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【就学前児童】 ％

急な残業が入ってしまう

自分が病気・ケガをした時や
子どもが急に病気になったと
きに、代わりに面倒をみる人

家族の理解が得られない

職場の理解が得られない

子どもの他に面倒をみなけ
ればならない人がいる

子どもの面倒をみてくれる保
育所などが見つからない

子どもと接する時間が少ない

その他

特にない

無回答

44.8

78.6

6.3

31.9

7.7

17.3

46.2

5.5

1.9

4.1

39.1

58.4

4.4

20.5

3.0

10.4

41.5

7.6

5.5

10.9

0 20 40 60 80 100

【小学生児童】 ％

急な残業が入ってしまう

自分が病気・ケガをした時や
子どもが急に病気になったと
きに、代わりに面倒をみる人

家族の理解が得られない

職場の理解が得られない

子どもの他に面倒をみなけれ
ばならない人がいる

子どもの面倒をみてくれる保
育所などが見つからない

子どもと接する時間が少ない

その他

特にない

無回答

44.6

76.8

10.7

29.5

7.8

16.8

43.2

5.9

2.4

3.2

32.2

56.7

5.4

15.4

4.0

3.4

41.5

11.4

10.5

7.6

0 20 40 60 80 100

020406080
10
0

平成25年度　N=364

平成20年度　N=844 020406080
10
0

平成25年度　N=410

平成20年度　N=552
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問 19 仕事と子育てを両立する上で必要なことは何だと思いますか。（必要なことは何だと思い

ましたか。）当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

就学前児童では、「延長保育や一時保育、病後児保育などの保育サービス」の割合が 80.2％と

最も高く、次いで「配偶者やパートナーが育児に協力してくれること」の割合が 69.0％、「フレ

ックスタイムや短時間勤務などの活用」の割合が 55.2％となっています。平成 20 年度と比べ、

「延長保育や一時保育、病後児保育などの保育サービス」が高く、「配偶者やパートナーが育児

に協力してくれること」「市役所や市の機関などからの保育所やサービス等に関する情報提供」

が低くなっています。 

小学生児童では、「延長保育や一時保育、病後児保育などの保育サービス」の割合が 66.8％と

最も高く、次いで「配偶者やパートナーが育児に協力してくれること」の割合が 64.6％、「フレ

ックスタイムや短時間勤務などの活用」の割合が 47.3％となっています。平成 20 年度と比べ、

「延長保育や一時保育、病後児保育などの保育サービス」が高く、「配偶者やパートナーが育児

に協力してくれること」「父親や母親などの家族が子どもの面倒をみてくれること」が低くなっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【就学前児童】 ％

延長保育や一時保育、病後
児保育などの保育サービス

認可保育所の整備や留守家
庭児童育成クラブなどの充
実

配偶者やパートナーが育児
に協力してくれること

父親や母親などの家族が子
どもの面倒をみてくれること

育児休業や介護休業などの
取得

フレックスタイムや短時間勤
務などの活用

家族や隣近所、知人などか
らの保育所やサービス等に
関する情報提供
市役所や市の機関などから
の保育所やサービス等に関
する情報提供

その他

無回答

80.2

53.0

69.0

39.0

39.6

55.2

16.8

36.8

3.8

4.4

70.4

75.6

36.6

36.8

54.3

17.5

42.4

5.2

9.5

-

0 20 40 60 80 100

020406080
10
0

平成25年度　N=364

平成20年度　N=844 020406080
10
0

平成25年度　N=410

平成20年度　N=552

【小学生児童】 ％

延長保育や一時保育、病後
児保育などの保育サービス

認可保育所の整備や留守家
庭児童育成クラブなどの充実

配偶者やパートナーが育児
に協力してくれること

父親や母親などの家族が子
どもの面倒をみてくれること

育児休業や介護休業などの
取得

フレックスタイムや短時間勤
務などの活用

家族や隣近所、知人などから
の保育所やサービス等に関
する情報提供
市役所や市の機関などから
の保育所やサービス等に関
する情報提供

その他

無回答

66.8

47.1

64.6

34.6

29.8

47.3

12.0

28.0

5.1

3.9

54.0

73.0

40.6

32.2

47.8

13.4

30.4

6.7

7.4

－

0 20 40 60 80 100
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（６）日常的な子育ての状況について 

問 20 子育てについて、同居している・していないにかかわらず親類からの支援を受けています

か。当てはまる番号１つに○をつけてください。 

「特に必要な際には預かってもらえる」

の割合が 40.7％と最も高く、次いで「用事

の際には預かってもらえる」の割合が

28.9％、「預かってもらえる親族はいない」

の割合が 14.6％となっています。 

 

 

 

 

問 21 家族親類以外で、１～７の項目でお付き合いができる方はいますか。１～７の項目それぞ

れについて、友人等の分類（①～⑤）から、当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

① 子どもを預け合える 

「子育てを通じて知り合った友人」の割

合が 43.8％と最も高く、次いで「ご近所や

地域の人」の割合が 19.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 家事・育児のサポートができる 

「子育てを通じて知り合った友人」の割

合が 26.8％と最も高く、次いで「ご近所や

地域の人」の割合が 12.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

N = 786 ％

日常的に祖父母等に預かっ
てもらえる

用事の際には預かってもらえ
る

特に必要な際には預かっても
らえる

預かってもらえる親族はいな
い

その他

無回答

10.9

28.9

40.7

14.6

3.2

1.7

0 20 40 60 80 100

N = 786 ％

子どもが生まれる前からの友
人

子育てを通じて知り合った友
人

ご近所や地域の人

職場の友人

無回答

9.9

43.8

19.6

0.9

43.6

0 20 40 60 80 100

N = 786 ％

子どもが生まれる前からの友
人

子育てを通じて知り合った友
人

ご近所や地域の人

職場の友人

無回答

9.5

26.8

12.2

0.9

63.5

0 20 40 60 80 100
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③ 子どもの成長を見守ってくれる 

「子育てを通じて知り合った友人」の割

合が 48.1％と最も高く、次いで「ご近所や

地域の人」の割合が 43.9％、「子どもが生

まれる前からの友人」の割合が 26.6％とな

っています。 

 

 

 

④ 子育ての相談ができる 

「子育てを通じて知り合った友人」の割

合が 71.0％と最も高く、次いで「子どもが

生まれる前からの友人」の割合が 45.4％、

「ご近所や地域の人」の割合が 31.3％とな

っています。 

 

 

 

 

⑤ 本音で話し合える 

「子どもが生まれる前からの友人」の割

合が 60.1％と最も高く、次いで「子育てを

通じて知り合った友人」の割合が 45.3％、

「ご近所や地域の人」の割合が 13.0％とな

っています。 

 

 

 

 

⑥ 気軽なおしゃべりができる 

「子育てを通じて知り合った友人」の割

合が 76.2％と最も高く、次いで「子どもが

生まれる前からの友人」の割合が 57.9％、

「ご近所や地域の人」の割合が 57.0％とな

っています。 

 

 

 

 

N = 786 ％

子どもが生まれる前からの友
人

子育てを通じて知り合った友
人

ご近所や地域の人

職場の友人

無回答

26.6

48.1

43.9

7.0

29.8

0 20 40 60 80 100

N = 786 ％

子どもが生まれる前からの友
人

子育てを通じて知り合った友
人

ご近所や地域の人

職場の友人

無回答

45.4

71.0

31.3

19.8

11.6

0 20 40 60 80 100

N = 786 ％

子どもが生まれる前からの友
人

子育てを通じて知り合った友
人

ご近所や地域の人

職場の友人

無回答

60.1

45.3

13.0

12.7

16.2

0 20 40 60 80 100

N = 786 ％

子どもが生まれる前からの友
人

子育てを通じて知り合った友
人

ご近所や地域の人

職場の友人

無回答

57.9

76.2

57.0

31.9

5.6

0 20 40 60 80 100
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⑦ あいさつをする 

「ご近所や地域の人」の割合が 92.0％と

最も高く、次いで「子育てを通じて知り合

った友人」の割合が 78.2％、「子どもが生

まれる前からの友人」の割合が 61.7％とな

っています。 

 

 

 

 

問 22 あなたは、子育てを楽しいと感じていますか。当てはまる番号１つに○をつけてください。 

「つらいこともあるが、楽しいことの方

が多い」の割合が 72.0％と最も高く、次い

で「楽しい」の割合が 18.3％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

N = 786 ％

子どもが生まれる前からの友
人

子育てを通じて知り合った友
人

ご近所や地域の人

職場の友人

無回答

61.7

78.2

92.0

42.9

3.8

0 20 40 60 80 100

N = 786 ％

楽しい

つらいこともあるが、楽しいこ
との方が多い

楽しいこともあるが、つらいこ
との方が多い

つらい

無回答

18.3

72.0

7.6

0.4

1.7

0 20 40 60 80 100
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問 23 子育てをしていて良かったことや喜びを感じたことはどのようなことですか。当てはまる

番号すべてに○をつけてください。 

就学前児童では、「子どもの成長をみるのが喜びである」の割合が 93.4％と最も高く、次いで

「家庭の中が明るくなる」の割合が 74.5％、「子どもとのかかわりが楽しい」の割合が 70.6％と

なっています。平成 20 年度と比べ、「子どもとのかかわりが楽しい」「子育てを通じて人間関係

が広がる」が低くなっています。 

小学生児童では、「子どもの成長をみるのが喜びである」の割合が 88.5％と最も高く、次いで、

「家庭の中が明るくなる」の割合が 67.1％、「子どもとのかかわりが楽しい」の割合が 65.9％と

なっています。平成 20 年度と比べ、「子育てを通して人間関係が広がる」「家庭の中が明るくな

る」が低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 24 あなたは日常生活において孤立感を感じていますか。当てはまる番号１つに○をつけてく

ださい。 

「あまり感じない」の割合が 43.6％と最

も高く、次いで「やや感じる」の割合が

26.7％、「全く感じない」の割合が 26.3％

となっています。 

N = 786 ％

強く感じる

やや感じる

あまり感じない

全く感じない

無回答

2.5

26.7

43.6

26.3

0.8

0 20 40 60 80 100

【就学前児童】 ％

子どもとのかかわりが楽しい

子どもの成長をみるのが喜
びである

子育てを通して人間関係が
広がる

人間的に成長できる

家庭の中が明るくなる

夫婦や家族のきずなが強くな
る

その他

無回答

70.6

93.4

56.9

60.2

74.5

57.1

2.2

0.8

75.8

93.5

69.0

60.8

73.6

56.2

2.1

0.5

0 20 40 60 80 100
【小学生児童】 ％

子どもとのかかわりが楽しい

子どもの成長をみるのが喜び
である

子育てを通して人間関係が
広がる

人間的に成長できる

家庭の中が明るくなる

夫婦や家族のきずなが強くな
る

その他

無回答

65.9

88.5

63.7

60.2

67.1

52.9

1.5

0.7

68.7

89.7

69.0

63.4

72.1

52.4

2.7

0.2

0 20 40 60 80 100

020406080
10
0

平成25年度　N=364

平成20年度　N=844
020406080

10
0

平成25年度　N=410

平成20年度　N=552



20 

 

問 24-１ 問 24で「１．強く感じる」「２．やや感じる」を選んだ方にうかがいます。孤立感を

和らげるためにどんなことが地域で必要ですか。当てはまる番号すべてに○をつけてく

ださい。 

「自分のための時間を持てるように、子

どもを預けられる場」の割合が 43.5％と最

も高く、次いで「子育て以外で活動できる

場」の割合が 38.3％、「本音で子育てにつ

いて話ができる人」の割合が 35.2％となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N = 230 ％

家事・育児のサポート

本音で子育てについて話が
できる人

相談できる専門家・経験者

子育て以外で活動できる場

自分のための時間を持てる
ように、子どもを預けられる場

保育付きの実習や勉強の場

子育て仲間と気軽に集える
場

その他

無回答

20.9

35.2

20.0

38.3

43.5

27.0

23.0

6.5

2.6

0 20 40 60 80 100
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問 25 あなたはお子さんをたたいたり、どなったり、無視してしまうような気持ちになったこと

がありますか。当てはまる番号１つに○をつけてください。 

「時々ある」の割合が 55.5％と最も高く、

次いで「ほとんどない」の割合が 25.2％、

「よくある」の割合が 14.1％となっていま

す。 

 

 

 

 

子育ての感じ方（問 22 あなたは、子育てを楽しいと感じていますか。）の回答別でみると、

つらいと感じる人ほど「よくある」「時々ある」をあわせた“子どもをたたいたり、どなったり、

無視してしまうような気持ちになったことがある”の割合が高くなっています。 

孤立感の度合い（問 24 あなたは日常生活において孤立感を感じていますか。）の回答別でみ

ると、孤立感を強く感じる人ほど“子どもをたたいたり、どなったり、無視してしまうような気

持ちになったことがある”の割合が高く、特に強く感じるで８割となっています。 

 

【子育ての感じ方別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【孤立感の度合い別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N = 786 ％

よくある

時々ある

ほとんどない

ない

無回答

14.1

55.5

25.2

4.2

1.0

0 20 40 60 80 100

6.314.1 31.733.3 38.2 59.0 61.766.739.6 24.0 6.714.6 2.11.40.7
0% 20% 40% 60% 80% 100%

よくある 時々ある ほとんどない ない 無回答

N =

楽しい 144

つらいこともあるが、
楽しいことの方が多い

566

楽しいこともあるが、
つらいことの方が多い

60

つらい 3

6.3

14.1

31.7

33.3

38.2

59.0

61.7

66.7

39.6

24.0

6.7

14.6

2.1

0.7

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

強く感じる 20

やや感じる 210

あまり感じない 343

全く感じない 207

40.0

18.1

11.1

13.0

40.0

56.2

59.8

49.3

15.0

23.8

24.5

29.0

5.0

4.1

7.2

1.4

1.4

0.6

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 26 子どもの育成を支援するため、「地域」では特にどのような人が必要だと思いますか。当

てはまる番号すべてに○をつけてください。 

就学前児童では、「登下校の見守りや声かけなど、子どもの安全確保に取り組める人」の割合

が 81.6％と最も高く、次いで「地域の子どもにあいさつなどの声かけや子どもをほめたり、しか

ったりできる人」の割合が 70.1％、「子どもの自然体験、社会体験活動などを提供できる人」の

割合が 60.4％となっています。平成 20 年度と比べ、全ての項目で高くなっており、特に「子ど

もの自然体験、社会体験活動などを提供できる人」「地域の伝統や文化を伝え、郷土愛を育てる

人」「地域の子どもにあいさつなどの声かけや子どもをほめたり、しかったりできる人」「子ども

の育成に専門知識を持ち、保護者や子どもが相談や世話を頼んだりできる人」「登下校の見守り

や声かけなど、子どもの安全確保に取り組める人」が高くなっています。 

小学生児童では、「登下校の見守りや声かけなど、子どもの安全確保に取り組める人」の割合

が 74.9％と最も高く、次いで「地域の子どもにあいさつなどの声かけや子どもをほめたり、しか

ったりできる人」の割合が 72.0％、「子どもの自然体験、社会体験活動などを提供できる人」の

割合が 48.3％となっています。平成 20 年度と比べ、全ての項目で高くなっており、特に「地域

の伝統や文化を伝え、郷土愛を育てる人」「子どもの育成に専門知識を持ち、保護者や子どもが

相談や世話を頼んだりできる人」が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【就学前児童】 ％

自分の知識や体験を生かし
て地域活動ができる人

子どもの自然体験、社会体
験活動などを提供できる人

地域の伝統や文化を伝え、
郷土愛を育てる人

地域の子どもにあいさつなど
の声かけや子どもをほめた
り、しかったりできる人
子どもの育成に専門知識を
持ち、保護者や子どもが相
談や世話を頼んだりできる人
登下校の見守りや声かけな
ど、子どもの安全確保に取り
組める人

その他

無回答

33.8

60.4

20.6

70.1

47.0

81.6

1.4

1.1

32.1

42.2

8.9

58.8

33.4

66.1

1.2

2.1

0 20 40 60 80 100

020406080
10
0

平成25年度　N=364

平成20年度　N=844 020406080
10
0

平成25年度　N=410

平成20年度　N=552

【小学生児童】 ％

自分の知識や体験を生かし
て地域活動ができる人

子どもの自然体験、社会体験
活動などを提供できる人

地域の伝統や文化を伝え、
郷土愛を育てる人

地域の子どもにあいさつなど
の声かけや子どもをほめた
り、しかったりできる人
子どもの育成に専門知識を
持ち、保護者や子どもが相談
や世話を頼んだりできる人
登下校の見守りや声かけな
ど、子どもの安全確保に取り
組める人

その他

無回答

35.9

48.3

24.6

72.0

36.3

74.9

2.4

2.9

35.3

43.5

13.4

65.2

23.4

65.6

0.9

2.0

0 20 40 60 80 100
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問 27 お子さんとの外出の際、困ることや今までに困ったことは何ですか。当てはまる番号すべ

てに○をつけてください。 

就学前児童では、「買い物や用事の合間の気分転換に、子どもを遊ばせる場所がない」の割合

が 56.6％と最も高く、次いで「交通機関や建物がベビーカーでの移動に配慮されていない」の割

合が 46.7％、「暗い通りや見通しのきかないところが多く、子どもが犯罪の被害にあわないか心

配である」の割合が 37.6％となっています。平成 20 年度と比べ、特に「買い物や用事の合間の

気分転換に、子どもを遊ばせる場所がない」「周囲の人が子ども連れを迷惑そうにみること」が

高くなっています。 

小学生児童では、「暗い通りや見通しのきかないところが多く、子どもが犯罪の被害にあわな

いか心配である」の割合が 45.9％で最も高く、次いで「買い物や用事の合間の気分転換に、子ど

もを遊ばせる場所がない」の割合が 37.1％となっています。平成 20 年度と比べ、特に「交通機

関や建物がベビーカーでの移動に配慮されていない」が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【就学前児童】 ％

歩道や信号がない通りが多く、
安全に心配があること

歩道の段差などベビーカーや自
転車の妨げになっている

交通機関や建物がベビーカー
での移動に配慮されていない

トイレがオムツ替えや親子での
利用に配慮されていない

授乳する場所や必要な設備が
ないこと

小さな子どもとの食事に配慮さ
れた場所がないこと

買い物や用事の合間の気分転
換に、子どもを遊ばせる場所が
ない

緑や広い歩道がないなど、まち
並みにゆとりとうるおいがない

暗い通りや見通しのきかないと
ころが多く、子どもが犯罪の被
害にあわないか心配である

周囲の人が子ども連れを迷惑
そうにみること

荷物や子どもに手をとられて
困っている時に手を貸してくれ
る人が少ないこと

子どもが自然とふれあう機会が
ないこと

その他

特に困ることや今までに困った
ことはない

無回答

30.8

40.7

46.7

46.7

39.8

44.5

56.6

27.7

37.6

23.1

20.3

20.6

6.0

2.7

0.3

32.0

42.5

44.5

41.1

31.6

35.4

41.4

24.1

33.9

10.3

16.2

18.5

7.8

4.4

1.3

0 20 40 60 80 100

020406080
10
0

平成25年度　N=364

平成20年度　N=844 020406080
10
0

平成25年度　N=410

平成20年度　N=552

【小学生児童】 ％

歩道や信号がない通りが多く、
安全に心配があること

歩道の段差などベビーカーや自
転車の妨げになっている

交通機関や建物がベビーカー
での移動に配慮されていない

トイレがオムツ替えや親子での
利用に配慮されていない

授乳する場所や必要な設備が
ないこと

小さな子どもとの食事に配慮さ
れた場所がないこと

買い物や用事の合間の気分転
換に、子どもを遊ばせる場所が
ない

緑や広い歩道がないなど、まち
並みにゆとりとうるおいがない

暗い通りや見通しのきかないと
ころが多く、子どもが犯罪の被
害にあわないか心配である

周囲の人が子ども連れを迷惑
そうにみること

荷物や子どもに手をとられて
困っている時に手を貸してくれ
る人が少ないこと

子どもが自然とふれあう機会が
ないこと

その他

特に困ることや今までに困った
ことはない

無回答

29.0

28.5

34.1

21.0

22.2

23.2

37.1

25.1

45.9

18.0

14.4

18.3

6.1

6.3

2.7

28.6

27.2

23.9

14.1

14.1

15.2

30.4

23.6

46.0

11.1

11.1

19.7

8.0

8.2

2.9

0 20 40 60 80 100
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問 28 あなたが、子どもの遊び場について望ましいと思うことは何ですか。当てはまる番号すべ

てに○をつけてください。 

就学前児童では、「近くの遊べるところ」の割合が 81.0％と最も高く、次いで「安心して遊べ

るところ」の割合が 76.6％、「思い切り遊ぶために十分な広さがあるところ」の割合が 61.0％と

なっています。平成 20年度と比べ、特に「思い切り遊ぶために十分な広さがあるところ」「遊具

などの種類が充実しているところ」が高くなっています。 

小学生児童では、「近くの遊べるところ」の割合が 79.0％と最も高く、次いで「安心して遊べ

るところ」の割合が 76.1％、「思い切り遊ぶために十分な広さがあるところ」の割合が 62.4％と

なっています。平成 20年度と比べ、特に「雨の日に遊べるところ」「遊具などの種類が充実して

いるところ」「日陰があるところ」が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 29 日ごろ、防犯や防災など地域の安全について、どのように感じていますか。当てはまる番

号１つに○をつけてください。 

「やや不安がある」の割合が 49.0％と最

も高く、次いで「あまり不安はない」の割

合が 34.7％、「不安がある」の割合が 13.4％

となっています。 

 

 

 

N = 786 ％

不安がある

やや不安がある

あまり不安はない

不安はない

無回答

13.4

49.0

34.7

2.0

0.9

0 20 40 60 80 100

【就学前児童】 ％

近くの遊べるところ

雨の日に遊べるところ

思い切り遊ぶために十分な
広さがあるところ

遊具などの種類が充実して
いるところ

犬や猫のフンがなく、不衛生
でないところ

日陰があるところ

緑などの自然が多いところ

安心して遊べるところ

同じ歳くらいの遊び仲間がい
るところ

その他

特に望むことはない

無回答

81.0

59.9

61.0

59.6

59.3

41.2

51.1

76.6

52.2

5.8

0.3

0.5

75.0

59.1

49.2

48.0

60.0

34.7

47.3

77.0

51.8

2.6

0.1

0.6

0 20 40 60 80 100
【小学生児童】 ％

近くの遊べるところ

雨の日に遊べるところ

思い切り遊ぶために十分な
広さがあるところ

遊具などの種類が充実して
いるところ

犬や猫のフンがなく、不衛生
でないところ

日陰があるところ

緑などの自然が多いところ

安心して遊べるところ

同じ歳くらいの遊び仲間がい
るところ

その他

特に望むことはない

無回答

79.0

54.9

62.4

47.3

51.5

37.1

42.7

76.1

45.1

6.6

0.2

0.5

80.4

44.6

64.1

33.0

50.2

25.0

44.2

80.4

44.4

2.7

0.2

0.2

0 20 40 60 80 100

020406080
10
0

平成25年度　N=364

平成20年度　N=844 020406080
10
0

平成25年度　N=410

平成20年度　N=552
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問 30 あなたは子育てに関するサークルなど、自主的な活動に参加していますか。当てはまる番

号１つに○をつけてください。 

就学前児童では、「現在は参加していないが、今後機会があれば参加したい」の割合が 42.0％

と最も高く、次いで、「現在は参加しておらず、今後も参加するつもりはない」の割合が 33.2％

「現在参加している」の割合が 23.9％となっています。平成 20 年度と比べ、大きな差異はみら

れません。 

小学生児童では、「現在は参加しておらず、今後も参加するつもりはない」の割合が 63.2％と

最も高く、次いで「現在は参加していないが、今後機会があれば参加したい」の割合が 26.1％と

なっています。平成 20年度と比べ、大きな差異はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【就学前児童】 ％

現在参加している

現在は参加していないが、今
後機会があれば参加したい

現在は参加しておらず、今後
も参加するつもりはない

無回答

23.9

42.0

33.2

0.8

24.1

40.2

33.4

2.4

0 20 40 60 80 100
【小学生児童】 ％

現在参加している

現在は参加していないが、今
後機会があれば参加したい

現在は参加しておらず、今後
も参加するつもりはない

無回答

8.0

26.1

63.2

2.7

4.0

24.6

68.5

2.9

0 20 40 60 80 100

020406080
10
0

平成25年度　N=364

平成20年度　N=844 020406080
10
0

平成25年度　N=410

平成20年度　N=552
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問 30-１ 問 30で「１」または「２」を選ばれた方にうかがいます。今後実施したい自主活動、

参加したい活動はどのようなものですか。当てはまる番号すべてに○をつけてくださ

い。 

就学前児童では、「子どもをほかの子どもといっしょに遊ばせたり、親子で楽しむ活動」の割

合が 87.9％と最も高く、次いで「親同士が子育てに関する情報交換をしたり、子育てで感じるこ

とや困っていることを話し合う活動」の割合が 42.5％、「絵本の読み聞かせや子どもの遊ばせ方

などを学び、知識や技術を身につけるための活動」の割合が 41.3％となっています。平成 20 年

度と比べ、「一時的に子どもを預かったり預けたりすることにより、親が自分の時間を持つため

の活動」が高く、「親同士が子育てに関する情報交換をしたり、子育てで感じることや困ってい

ることを話し合う活動」が低くなっています。 

小学生児童では、「子どもをほかの子どもといっしょに遊ばせたり、親子で楽しむ活動」の割

合が 62.1％と最も高く、次いで「親同士が子育てに関する情報交換をしたり、子育てで感じるこ

とや困っていることを話し合う活動」の割合が 45.0％、「絵本の読み聞かせや子どもの遊ばせ方

などを学び、知識や技術を身につけるための活動」「一時的に子どもを預かったり預けたりする

ことにより、親が自分の時間を持つための活動」の割合が 27.1％となっています。平成 20 年度

と比べ、「絵本の読み聞かせや子どもの遊ばせ方などを学び、知識や技術を身につけるための活

動」「一時的に子どもを預かったり預けたりすることにより、親が自分の時間を持つための活動」

が低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 31 あなたは、子育てについて心配なこと、不安なことはありますか。当てはまる番号１つに

○をつけてください。 

「ある」の割合が 72.9％、「ない」の割

合が 24.2％となっています。 

 

 

 

N = 786 ％

ある

ない

無回答

72.9

24.2

2.9

0 20 40 60 80 100

【就学前児童】 ％

子どもをほかの子どもといっしょに
遊ばせたり、親子で楽しむ活動

親同士が子育てに関する情報交換
をしたり、子育てで感じることや困っ
ていることを話し合う活動

絵本の読み聞かせや子どもの遊ば
せ方などを学び、知識や技術を身に
つけるための活動

一時的に子どもを預かったり預けた
りすることにより、親が自分の時間を
持つための活動

その他

無回答

87.9

42.5

41.3

32.5

2.1

0.8

88.9

54.8

44.8

26.4

0.9

0.7

0 20 40 60 80 100
【小学生児童】 ％

子どもをほかの子どもといっしょ
に遊ばせたり、親子で楽しむ活
動

親同士が子育てに関する情報交
換をしたり、子育てで感じること
や困っていることを話し合う活動

絵本の読み聞かせや子どもの遊
ばせ方などを学び、知識や技術
を身につけるための活動

一時的に子どもを預かったり預
けたりすることにより、親が自分
の時間を持つための活動

その他

無回答

62.1

45.0

27.1

27.1

2.9

2.9

57.0

40.5

32.9

34.8

1.3

6.3

0 20 40 60 80 100

020406080
10
0

平成25年度　N=240

平成20年度　N=542 020406080
10
0

平成25年度　N=140

平成20年度　N=158
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問 32 子育てに関して、日ごろ悩んでいること、また気になることはどのようなことですか。当

てはまる番号すべてに○をつけてください。 

就学前児童では、「子どもの病気や発育・発達に関すること」の割合が 36.0％と最も高く、次

いで「子どもをしかりすぎているような気がすること」の割合が 35.2％、「食事や栄養に関する

こと」の割合が 29.1％となっています。平成 20年度と比べ、「友だちづきあい（いじめ等を含む）

に関すること」が高く、「食事や栄養に関すること」「仕事や自分のやりたいことが十分できない

こと」が低くなっています。 

小学生児童では、「友だちづきあい（いじめ等を含む）に関すること」の割合が 37.1％と最も

高く、次いで「子どもをしかりすぎているような気がすること」の割合が 34.6％、「子どもの病

気や発育・発達に関すること」の割合が 25.4％となっています。平成 20年度と比べ、「友だちづ

きあい（いじめ等を含む）に関すること」が高く、「子どもとの時間を十分にとれないこと」が

低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【就学前児童】 ％

子どもの病気や発育・発達に関
すること

食事や栄養に関すること

育児の方法がよくわからないこと

子どもとの接し方に自信が持て
ないこと

子どもとの時間を十分にとれな
いこと

話し相手や相談相手がいないこ
と

仕事や自分のやりたいことが十
分できないこと

近所に子どもの遊び友達がいな
い

友だちづきあい（いじめ等を含
む）に関すること

登園・登校拒否などの問題につ
いて

子育てに関しての配偶者・パート
ナーの協力が少ないこと

配偶者・パートナーと子育てに関
して意見が合わないこと

自分の子育てについて、親族・近
隣の人・職場などまわりの見る目
が気になること
配偶者・パートナー以外に子育
てを手伝ってくれる人がいないこ
と

子どもをしかりすぎているような
気がすること

地域の子育て支援サービスの内
容や利用・申し込み方法がよくわ
からないこと

その他

特にない

無回答

36.0

29.1

9.9

16.8

16.8

2.7

27.7

18.4

23.9

5.2

11.3

8.8

6.9

10.4

35.2

6.6

5.5

8.0

1.9

31.4

36.6

8.5

14.7

19.1

4.5

34.6

18.7

16.1

1.5

11.6

4.9

5.6

10.3

39.5

8.3

3.3

10.5

1.1

0 20 40 60 80 100

【小学生児童】 ％

子どもの病気や発育・発達に関
すること

食事や栄養に関すること

育児の方法がよくわからないこと

子どもとの接し方に自信が持てな
いこと

子どもとの時間を十分にとれない
こと

話し相手や相談相手がいないこ
と

仕事や自分のやりたいことが十
分できないこと

近所に子どもの遊び友達がいな
い

友だちづきあい（いじめ等を含
む）に関すること

登園・登校拒否などの問題につ
いて

子育てに関しての配偶者・パート
ナーの協力が少ないこと

配偶者・パートナーと子育てに関
して意見が合わないこと

自分の子育てについて、親族・近
隣の人・職場などまわりの見る目
が気になること

配偶者・パートナー以外に子育て
を手伝ってくれる人がいないこと

子どもをしかりすぎているような
気がすること

地域の子育て支援サービスの内
容や利用・申し込み方法がよくわ
からないこと

その他

特にない

無回答

25.4

16.6

4.9

14.1

16.8

3.7

20.0

6.8

37.1

3.4

12.2

8.5

4.9

9.0

34.6

4.1

7.1

11.5

2.9

23.2

19.9

2.5

11.2

23.2

2.9

22.5

7.4

25.4

3.8

13.2

8.0

5.1

8.7

34.8

5.1

5.1

15.2

0.7

0 20 40 60 80 100

020406080
10
0

平成25年度　N=364

平成20年度　N=844
020406080

10
0

平成25年度　N=410

平成20年度　N=552
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問 33 子育てに関する悩みや不安などを、どなた（どこ）に相談していますか。当てはまる番号

すべてに○をつけてください。 

就学前児童では、「配偶者、パートナー」の割合が 80.5％と最も高く、次いで「隣近所の人、

地域の知人、友人」の割合が 62.1％、「その他の親族」の割合が 55.5％となっています。平成 20

年度と比べ、「保育所、幼稚園、学校の保護者の仲間」が高く、「その他の親族」が低くなってい

ます。 

小学生児童では、「配偶者、パートナー」の割合が 75.1％と最も高く、次いで「隣近所の人、

地域の知人、友人」の割合が 67.8％、「その他の親族」の割合が 49.0％となっています。平成 20

年度と比べ、「その他の親族」が低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【就学前児童】 ％

配偶者、パートナー

その他の親族

隣近所の人、地域の知人、
友人

職場の人

保育所、幼稚園、学校の保
護者の仲間

子育てサークルの仲間

保育所の保育士、幼稚園の
先生、学校の先生

医師、保健師、看護師、栄養
士など

家庭児童相談員（子育て・家
庭支援課）

牧の台子育て学習センター
などのプレイルーム

川西児童館（総合センター）、
久代児童センター

教育情報センター（心理相談
員、言語相談員）

保健センター

赤ちゃん交流会

民生委員児童委員、主任児
童委員

子どもの人権オンブズパーソ
ン

地域子育て支援センター（パ
ステル保育園）

県川西健康福祉事務所（川
西保健事務所）

児童相談所（県川西こども家
庭センター）

民間の電話相談

インターネットの相談サイト

ベビーシッター

その他

相談相手がいない

相談すべきことはない

無回答

80.5

55.5

62.1

14.8

36.3

8.5

31.3

4.4

1.1

4.1

3.3

2.2

5.5

4.4

0.3

0.0

0.8

0.0

0.8

0.3

2.7

0.0

1.6

0.5

1.4

0.5

88.3

75.0

66.7

13.5

26.3

9.8

26.1

5.9

1.1

3.9

2.3

1.1

4.0

6.4

0.5

0.1

0.4

0.5

0.1

0.1

5.1

0.0

0.7

0.5

0.4

0.7

0 20 40 60 80 100

【小学生児童】 ％

配偶者、パートナー

その他の親族

隣近所の人、地域の知人、友
人

職場の人

保育所、幼稚園、学校の保護
者の仲間

子育てサークルの仲間

保育所の保育士、幼稚園の
先生、学校の先生

医師、保健師、看護師、栄養
士など

家庭児童相談員（子育て・家
庭支援課）

牧の台子育て学習センターな
どのプレイルーム

川西児童館（総合センター）、
久代児童センター

教育情報センター（心理相談
員、言語相談員）

保健センター

赤ちゃん交流会

民生委員児童委員、主任児
童委員

子どもの人権オンブズパーソ
ン

地域子育て支援センター（パ
ステル保育園）

県川西健康福祉事務所（川
西保健事務所）

児童相談所（県川西こども家
庭センター）

民間の電話相談

インターネットの相談サイト

ベビーシッター

その他

相談相手がいない

相談すべきことはない

無回答

75.1

49.0

67.8

16.1

26.1

2.2

21.2

3.4

1.0

0.7

0.0

3.7

1.7

0.7

0.0

0.5

0.0

0.0

0.0

0.0

1.2

0.0

2.2

1.7

0.5

1.0

76.3

61.6

64.9

15.6

25.7

0.5

19.2

2.9

0.4

0.0

0.0

2.4

0.4

0.2

0.4

0.9

0.0

0.0

0.2

0.2

0.7

0.0

0.5

1.3

2.4

0.4

0 20 40 60 80 100

020406080
10
0

平成25年度　N=364

平成20年度　N=844
020406080

10
0

平成25年度　N=410

平成20年度　N=552



29 

 

問 33-１ 問 33で「１」から「22」を選んだ方にうかがいます。相談して不安や悩みは軽くな

りましたか。当てはまる番号１つに○をつけてください。 

「少し軽くなった」の割合が 51.1％と最

も高く、次いで「軽くなった」の割合が

43.7％となっています。 

 

 

 

問 34 地域の子育てに関する情報は十分に得られていますか。当てはまる番号１つに○をつけて

ください。 

「まあまあ得られている」の割合が

59.0％と最も高く、次いで「あまり得られ

ていない」の割合が 33.2％となっています。 

 

 

 

 

問 35 あなたは、市が実施している子育て支援事業について、どのような方法で情報を得ていま

すか。当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

「広報かわにし」の割合が 89.2％と最も

高く、次いで「保育所・幼稚園・認定こど

も園・小学校等に設置している、ポスタ

ー・チラシ」の割合が 33.1％、「友人・家

族からの口コミ」の割合が 32.4％となって

います。 

 

 

 

 

 

N = 760 ％

軽くなった

少し軽くなった

あまり効果はなかった

無回答

43.7

51.1

3.2

2.1

0 20 40 60 80 100

N = 786 ％

十分に得られている

まあまあ得られている

あまり得られていない

まったく得られていない

無回答

3.2

59.0

33.2

3.3

1.3

0 20 40 60 80 100

N = 786 ％

広報かわにし

きんたくんねっと（市が子育て
情報を登録者に配信する
サービス）

川西市のホームページ

川西市公式フェイスブック

市役所・公民館等に設置して
いる、ポスター・チラシ

保育所・幼稚園・認定こども
園・小学校等に設置してい
る、ポスター・チラシ

友人・家族からの口コミ

担当部署からの案内（窓口・
郵便など）

その他

無回答

89.2

5.1

12.6

0.5

12.0

33.1

32.4

4.1

1.5

2.5

0 20 40 60 80 100
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問 36 川西市で取り組んでいる以下の「地域子育て支援事業」を利用したことがありますか。ま

た、利用したことがない理由と今後の利用意向をお答えください。（①～③のそれぞれに、

回答してください。） 

（１）川西児童館（総合センター）・久代児童センター   

① 現状 

「利用したことがない」の割合が 66.8％、

「利用したことがある」の割合が 31.4％と

なっています。 

 

 

 

② 利用したことがない理由 

「自宅から遠いなど、アクセスが悪い」

の割合が 52.2％と最も高く、次いで「知ら

なかった」の割合が 38.3％、「時間が合わ

ない」の割合が 10.9％となっています。 

 

 

 

 

 

③ 今後（１つに○） 

「利用しない」の割合が 47.6％、「利用

したい」の割合が 33.1％となっています。 

 

 

 

 

 

N = 786 ％

利用したことがある

利用したことがない

無回答

31.4

66.8

1.8

0 20 40 60 80 100

N = 786 ％

利用したい

利用しない

無回答

33.1

47.6

19.3

0 20 40 60 80 100

N = 525 ％

知らなかった

時間が合わない

自宅から遠いなど、アクセス
が悪い

利用する必要がない

その他

無回答

38.3

10.9

52.2

10.3

2.5

5.0

0 20 40 60 80 100
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（２）牧の台子育て学習センター・総合センター・パレットかわにし   

① 現状 

「利用したことがない」の割合が 67.6％、

「利用したことがある」の割合が 30.5％と

なっています。 

 

 

② 利用したことがない理由 

「自宅から遠いなど、アクセスが悪い」

の割合が 42.6％と最も高く、次いで「知ら

なかった」の割合が 32.8％、「利用する必

要がない」の割合が 14.5％となっています。 

 

 

 

 

 

③ 今後（１つに○） 

「利用しない」の割合が 57.9％、「利用

したい」の割合が 20.9％となっています。 

 

 

 

 

 

N = 786 ％

利用したことがある

利用したことがない

無回答

30.5

67.6

1.9

0 20 40 60 80 100

N = 531 ％

知らなかった

時間が合わない

自宅から遠いなど、アクセス
が悪い

子どもが成長した

利用する必要がない

その他

無回答

32.8

8.7

42.6

14.1

14.5

2.6

7.9

0 20 40 60 80 100

N = 786 ％

利用したい

利用しない

無回答

20.9

57.9

21.2

0 20 40 60 80 100
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（３）家庭児童相談室（市子育て・家庭支援課）   

① 現状 

「利用したことがない」の割合が 94.0％、

「利用したことがある」の割合が 4.5％と

なっています。 

 

 

 

② 利用したことがない理由 

「利用する必要がない」の割合が 48.6％

と最も高く、次いで「知らなかった」の割

合が 38.3％となっています。 

 

 

 

 

 

③ 今後（１つに○） 

「利用しない」の割合が 51.0％、「利用

したい」の割合が 29.0％となっています。 

 

N = 786 ％

利用したことがある

利用したことがない

無回答

4.5

94.0

1.5

0 20 40 60 80 100

N = 739 ％

知らなかった

時間が合わない

自宅から遠いなど、アクセス
が悪い

利用する必要がない

その他

無回答

38.3

2.3

5.3

48.6

2.6

8.3

0 20 40 60 80 100

N = 786 ％

利用したい

利用しない

無回答

29.0

51.0

20.0

0 20 40 60 80 100
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（４）かわにしファミリーサポートセンター   

① 現状 

「利用したことがない」の割合が 92.6％、

「利用したことがある」の割合が 5.6％と

なっています。 

 

 

 

② 利用したことがない理由 

「利用する必要がない」の割合が 47.3％

と最も高く、次いで「知らなかった」の割

合が 27.5％、「利用の仕方がわからない」

の割合が 12.0％となっています。 

 

 

 

③ 今後（１つに○） 

「利用しない」の割合が 60.3％、「利用

したい」の割合が 22.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N = 786 ％

利用したことがある

利用したことがない

無回答

5.6

92.6

1.8

0 20 40 60 80 100

N = 728 ％

知らなかった

利用の仕方がわからない

利用する必要がない

その他

無回答

27.5

12.0

47.3

8.5

9.9

0 20 40 60 80 100

N = 786 ％

利用したい

利用しない

無回答

22.4

60.3

17.3

0 20 40 60 80 100
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（７）川西市の保育・教育環境について 

問 38 子育て支援でもっと力をいれてほしいものは何ですか。当てはまる番号すべてに○をつけ

てください。 

就学前児童では、「子どもだけで安心して

遊べる場所づくりをしてほしい」の割合が

62.9％と最も高く、次いで「保育所や幼稚

園にかかる費用負担を軽減してほしい」の

割合が 61.8％、「公園や歩道の整備をして

ほしい」の割合が 51.4％となっています。

平成 20 年度と比べ、特に「子どもだけで

安心して遊べる場所づくりをしてほしい」

「親子で楽しめる観劇、音楽会などの文化

事業を充実してほしい」「専業主婦など誰

でも利用できる保育サービスがほしい」

「残業時間の短縮や休暇の取得促進など、

企業に対して職場環境の改善を働きかけ

てほしい」「育児休業・介護休暇の取得促

進などを企業に対して働きかけてほしい」

「再就職についての支援を充実してほし

い」「公園や歩道の整備をしてほしい」が

高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【就学前児童】 ％

子どもだけで安心して遊べる場
所づくりをしてほしい

児童館など、親子が安心して集
まれる身近な場や機会がほし
い

親子で楽しめる観劇、音楽会な
どの文化事業を充実してほしい

子育てに困った時に相談したり
情報が得られる場を充実してほ
しい
認可保育所をもっと整備し、子
どもの受け入れを増やしてほし
い

保育所や幼稚園にかかる費用
負担を軽減してほしい

市立幼稚園でも３歳児保育を実
施してほしい

専業主婦など誰でも利用できる
保育サービスがほしい

安心して子どもが医療機関にか
かれる体制を整備してほしい

乳幼児医療費への助成制度を
もっと充実してほしい

障がい児保育を充実してほしい

残業時間の短縮や休暇の取得
促進など、企業に対して職場環
境の改善を働きかけてほしい
育児休業・介護休暇の取得促
進などを企業に対して働きかけ
てほしい

再就職についての支援を充実
してほしい

子育てサ－クルへの支援をして
ほしい

子育てについて学べる機会を
作ってほしい

多子世帯への公営住宅優先入
居や広い部屋の割り当てなど、
住宅面の配慮がほしい

公園や歩道の整備をしてほしい

児童手当をもっと充実してほし
い

家事支援サービスを整備してほ
しい

その他

無回答

62.9

30.8

30.5

17.9

28.0

61.8

38.2

42.9

37.9

39.6

7.7

24.5

17.6

29.7

7.1

13.2

7.7

51.4

45.3

9.9

5.8

3.3

52.0

23.5

19.3

10.5

25.4

56.4

28.4

30.8

37.1

48.9

10.7

5.9

14.2

1.9

3.3

2.7

37.3

49.5

5.1

2.3

1.4

－

0 20 40 60 80 100

020406080
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0

平成25年度　N=364

平成20年度　N=844
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小学生児童では、「子どもだけで安心し

て遊べる場所づくりをしてほしい」の割合

が 62.0％と最も高く、次いで「公園や歩道

の整備をしてほしい」の割合が 51.5％、「児

童手当をもっと充実してほしい」の割合が

51.0％となっています。平成 20 年度と比

べ、特に「保育所や幼稚園にかかる費用負

担を軽減してほしい」「市立幼稚園でも３

歳児保育を実施してほしい」「公園や歩道

の整備をしてほしい」が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【小学生児童】 ％

子どもだけで安心して遊べる場
所づくりをしてほしい

児童館など、親子が安心して集
まれる身近な場や機会がほし
い

親子で楽しめる観劇、音楽会な
どの文化事業を充実してほしい

子育てに困った時に相談したり
情報が得られる場を充実してほ
しい
認可保育所をもっと整備し、子
どもの受け入れを増やしてほし
い

保育所や幼稚園にかかる費用
負担を軽減してほしい

市立幼稚園でも３歳児保育を実
施してほしい

専業主婦など誰でも利用できる
保育サービスがほしい

安心して子どもが医療機関にか
かれる体制を整備してほしい

乳幼児医療費への助成制度を
もっと充実してほしい

障がい児保育を充実してほしい

残業時間の短縮や休暇の取得
促進など、企業に対して職場環
境の改善を働きかけてほしい
育児休業・介護休暇の取得促
進などを企業に対して働きかけ
てほしい

再就職についての支援を充実
してほしい

子育てサ－クルへの支援をして
ほしい

子育てについて学べる機会を
作ってほしい

多子世帯への公営住宅優先入
居や広い部屋の割り当てなど、
住宅面の配慮がほしい

公園や歩道の整備をしてほしい

児童手当をもっと充実してほし
い

家事支援サービスを整備してほ
しい

その他

無回答

62.0

22.7

25.6

17.6

16.6

30.5

21.5

28.5

44.9

34.1

8.5

16.6

12.4

24.4

3.7

7.8

5.4

51.5

51.0

10.7

3.9

4.9

69.4

18.7

21.6

13.0

9.4

20.5

9.6

19.2

44.4

25.9

12.0

7.4

16.1

1.1

4.2

2.7

36.1

53.6

2.7

4.3

1.8

－
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